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る。本誌1999年11月号に「特集 空間と地域間
格差の経済学」が掲載されるなど、いち早く空
間経済学の研究も進めてきた（参考文献④、⑤）。
2004年12月には藤田昌久所長（当時）がクルー
グマン教授とベナブルズ教授を招いて「国際シ
ンポジウム・グローバル化と地域統合：空間経
済学の視点から」が開催され、東アジアにおけ
る「事実上の経済統合」の進展に空間経済学的
概念を適用した研究も進められた（参考文献
⑥）。2015年からは同分野の泰斗であるJ・ティ
ス上席主任研究員が研究所に加わった。
一方、2007年からは、東アジア・アセアン経
済研究センター（ERIA）の要請により経済地
理シミュレーションモデル（GSM）が開発されるよ
うになる。2017年までにGSMは29カ国・ 地域の約
2000地域を1万以上のルートで繋いだモデルへと拡張
され、アジア開発銀行や世界銀行などの国際機関を通
じ、政策提言のために利用されるようになっている（参
考文献⑦）。
●GISによるデータ制約の突破に向けた試み
発展途上国で地理的要素を考慮した研究を行う際に
大きな障害となるのは、地域別経済データの入手が困
難な点である。GSM開発チームは各国の産業センサ
スを元に、東アジアの県レベルでの産業別GDPデー
タを整備してきたが、地域別の経済データが全く手に
入らない国に対応するために新しい手法を開発した
（参考文献⑧）。夜間衛星画像データから地域別の光量
をカウントすることで製造業とサービス業のGDPを、
土地被覆データから地域別の農業GDPを推計する新
しい手法は（図2）、地域経済データが存在しない国も
含めて、時系列かつ任意の地域区分でデータの作成が
可能というメリットを備えている。ディープラーニン
グを利用した解析技術の進展により、全世界の経済地
理データが作成・公開されるのも遠い未来ではないと
予想する。
空間経済学の理論面での進展と、全世界レベルでの
経済地理データの蓄積が重なるとき、地球規模でダイ
ナミックに変化する経済活動の地理的側面を説明する、
新しい考え方が登場するかも知れない。あたかも衛星
から気象を観測し、大規模なコンピュータシミュレー
ションで予報するように、衛星から経済活動を観測し、
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図2　衛星画像を利用した1人あたりGDPの推計
（出所）筆者作成。
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